




<はじめに>

 進行性筋ジストロフィー症の研究は、筋原性因子と神経原性因子の関与する

神経筋接合部についても形態学的に検索がなされてきた。光学的観察では運動

終末の変形.萎縮と共に側芽形成が認められ(斉藤 1965)、微細構造については

終板 Post synaqtic 側の変化(三田 1972.Jerusalem 1974)や筋内神経線維にも

及ぶ変化の存在(椿 1974)が認められている。分解能の点で優れた走査型電子

顕微鏡と光学顕微鏡と共に用い、透過型電子顕微鏡では観察できない神経終末

部の表面立体像を観察した。この走査型電子顕微鏡を用いては細胞培養の in

vitro による神経筋接合部の観察に適しているが in vivo での報告はない。


